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８月６日（水） 国道２１９号整備改良促進期成会同盟総会
８月８日（金） 令和７年度下球磨町村議会正副議長会総会
８月12日（火） 令和７年度球磨川水系川辺川砂防促進期成会総会及び現地研修会
８月20日（水） 令和７年度町村議会正副議長研修会
８月27日（水） 定例郡議長会議
８月28日（木）～29（金）令和７年度町村議会広報研修会
９月３日（水） 議会運営委員会
　　　　 全員協議会
９月10日（水）～18（木）令和７年第６回議会９月定例会
９月11日（木） 第６７回金婚夫婦表彰式
９月22日（月） 定例郡議長会議
10月７日（火） 令和７年度球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会
10月９日（木） 議会運営委員会
　　　　　 全員協議会

令和７年第７回議会１０月臨時会
令和７年度第１回町村議会議員研修会

10月21日（火） 定例郡議長会議
10月27日（月） 第１回広報発行特別委員会〈65号〉
10月28日（火）～30（木）議員視察研修

　

村
民
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
、
10
月
に
な
り
よ
う
や
く

夏
の
猛
暑
も
和
ら
ぎ
過
ご
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
長
報
告

は
熊
本
県
議
長
会
に
て
時
事
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員  

明
石

和
康
氏
に
よ
る「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
世
界
」と
し
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
終
結
を
目
指
す
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ロ
シ
ア

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
対
面
に
よ
る
首
脳
会
談
を
行
う
と
い
う

事
だ
が
、
こ
の
戦
争
に
終
止
符
を
打
つ
事
を
期
待
さ
せ
る
が
、

恐
ら
く
そ
う
は
な
ら
な
い
、
対
ロ
姿
勢
は
二
転
三
転
し
て
、
戦

略
の
無
さ
を
露
呈
し
て
い
ま
す
。
言
え
る
こ
と
は
ロ
シ
ア
の
侵

略
を
重
大
事
と
考
え
て
い
な
い
こ
と
で
す
。戦
争
を
終
結
さ
せ
、

自
分
の
手
柄
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
4
月
に
貿
易
赤
字
の
大
き
な
中
国
、
日
本
や

欧
州
連
合
な
ど
に
相
互
関
税
を
発
動
し
た
。
中
国
に
対
し
て

１
４
５
％
と
途
方
も
な
い
数
値
に
、中
国
も
１
２
５
％
報
復
し
、

結
局
日
本
は
7
月
22
日
に
交
渉
が
妥
結
、
日
本
か
ら
81
億
円
の

投
資
や
コ
メ
輸
入
促
進
策
を
受
け
て
、
相
互
関
税
15
％
に
下
が

り
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
更
な
る
関
税
の
引
き
上
げ
に
出

る
恐
れ
は
十
分
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
世
界
経
済
へ
の
悪
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
「
帝
王
」
の
よ
う
に
傍
若
無
人
に
振
る
舞
う
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

政
府
機
関
へ
の
猛
烈
な
「
報
復
」
に
も
出
て
い
ま
す
。
閣
僚
で

も
な
い
イ
ー
ロ
ン
マ
ス
ク
氏
を
使
っ
て
、
連
邦
政
府
の
人
員
を

大
幅
削
減
し
た
ほ
か
、
国
際
援
助
機
関
を
閉
鎖
に
追
い
込
む
な

ど
、
大
統
領
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
と
も
い
え
る
深
刻
な
事
態
が

進
行
中
だ
そ
う
で
す
。

相良村議会議長
永田  博人

主な行事（令和7年8月〜10月）

令和７年度球磨川水系川辺川砂防促進期成会総会
及び現地研修（8月12日）
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第6回定例会

こんな事が決まりましたこんな事が決まりました

令和７年第６回相良村議会定例会報告
　令和７年第６回相良村議会定例会が、９月１０日から１８日まで、９日間の会期で開催され、
報告３件、令和６年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、条例改正３件、令和７年度
一般会計及び特別会計の補正予算４件、その他１件が提案され、慎重審議のうえ下記のとおり議決
しました。
　一般質問には８人が登壇し、村長の考えを質しました。
　　　
〇報告　
　報告第４号　令和６年度株式会社さがら経営状況報告について
　報告第５号　健全化判断比率の報告について
　報告第６号　資金不足比率の報告について

〇認定議案・・・原案認定
　認定第１号　令和６年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について
　認定第２号　令和６年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第３号　令和６年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第４号　令和６年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第５号　令和６年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第６号　令和６年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

○条例議案・・・原案可決
　議案第43号　相良村避難地の設置及び管理に関する条例の制定について
　議案第44号　相良村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第45号　相良村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

会　　計 収入済額　Ａ 支出済額　Ｂ 歳入歳出差引額
Ｃ（A-B）

翌年度へ繰越す
べき財源　Ｄ

実質収支
Ｅ（C-D）

一 　 　 般 49億854万7,905円 46億2,167万6,425円 2億8,687万1,480円 1億7,431万3,000円 1億1,255万8,480円

国民健康保険 5億1,306万8,651円 4億9,340万3,279円 1,966万5,372円 0円 1,966万5,372円

簡 易 水 道 1億4,075万6,011円 1億2,974万4,225円 1,101万1,786円 0円 1,101万1,786円

農業集落排水 1億8,999万8,177円 1億6,189万8,076円 2,810万101円 0円 2,810万101円

介 護 保 険 7億9,648万2,516円 7億3,905万6,476円 5,742万6,040円 0円 5,742万6,040円

後期高齢者医療 8,286万7,206円 8,216万9,729円 69万7,477円 0円 69万7,477円

合　　計 66億3,172万466円 62億2,794万8,210円 4億377万2,256円 1億7,431万3,000円 2億2,945万9,256円
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第6回定例会

歳出
款 補正前の額 補正額 計 説明

総 務 費 11億8,119万5千円 1,653万円 11億9,772万5千円 定額減税補足給付金等

民 生 費 9億2,313万3千円 239万8千円 9億2,553万1千円 出産・子育て応援事業、妊婦の
ための支援給付金等

農業水産業費 6億6,325万4千円 1,029万1千円 6億7,354万5千円 林業担い手支援事業負担金等

商 工 費 6億6,407万3千円 314万8千円 6億6,722万1千円 廻地区拠点施設整備関係業務
委託料等

土 木 費 5億7,947万7千円 5,501万5千円 6億3,449万2千円 村道維持管理用重機借上料

消 防 費 3億8,937万4千円 1,123万円 4億60万4千円 Jアラート受信機更新業務委託等

教 育 費 4億497万4千円 6,079万6千円 4億6,577万円 学校建設等基金等

歳 出 合 計 58億855万8千円 1億5,940万8千円 59億6,796万6千円

※補正のあったものだけを掲載しているため、歳入歳出と合計の額は一致しません。

歳入
款 補正前の額 補正額 計 説明

地方特例交付金 110万円 93万7千円 203万7千円 地方特例交付金

地 方 交 付 税 18億7,369万9千円 1億9,082万7千円 20億6,452万6千円 普通交付税

国 庫 支 出 金 11億2,983万7千円 1,486万2千円 11億4,469万9千円 物価高騰対応重点支援地
創成臨時交付金等

県 支 出 金 3億8,163万8千円 337万円 3億8,500万8千円 相良村情報通信基盤整備支援
事業補助金等

寄 付 金 7,500万1千円 656万4千円 8,156万5千円 企業版ふるさと納税等

繰 入 金 4億1,203万5千円 △1億8,116万9千円 2億3,086万6千円 介護保険特別会計繰入金等

繰 越 金 3,000万円 5,255万8千円 8,255万8千円 繰越金

諸 収 入 2,508万円 2,325万9千円 4,833万9千円 令和2年7月豪雨被災者等支援
交付金過年度収入等

村 債 11億3,100万円 4,820万円 11億7,920万円 村道上三ツ石井沢線自歩道
新設事業等

歳 入 合 計 58億855万8千円 1億5,940万8千円 59億6,796万6千円

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第46号　令和７年度相良村一般会計補正予算（第４号）

　�　歳入歳出それぞれに1億5,940万8千円を追加し、総額59億6,796万6千円とする補正で、採決の
結果、賛成多数で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

令和７年度補正予算を可決
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第6回定例会
○特別会計補正予算・・・・原案可決
　議案第47号　令和７年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　議案第48号　令和７年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号）

○事業会計補正予算・・・原案可決
　議案第49号　令和７年度相良村農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
　　　　　　　 収益的収入支出補正額　520万円
　　　　　　  〈収入合計　2億2,909万4千円　　支出合計　2億2,716万4千円〉

各議員の審議結果 第６回定例会 ※賛成○　　反対●　　欠席－　　
※議長は表決に加わらない。

件　　　　　　　名 古
川

恒
松

嶽
本

梅
山

川
邉

坂
田

德
田

黒
木

市
岡 結果

認定第１号 令和６年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第２号
令和６年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第３号
令和６年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第４号
令和６年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第５号
令和６年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第６号
令和６年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第43号 相良村避難地の設置及び管理に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第44号
相良村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第45号
相良村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第46号 令和７年度相良村一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 可決

議案第47号 令和７年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第48号 令和７年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第49号 令和７年度相良村農業集落排水事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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南 側  立 面 図 S:1/100

北 側  立 面 図 S:1/100令和７年第７回相良村議会臨時会報告

　令和７年第７回相良村議会臨時会が、１０月９日に招集されました。２件の議案を慎重審議し、
下記のとおり議決しました。

○工事請負契約・・・原案可決
　議案第50号　工事請負契約の締結について
　　１．工 事 名　令和７年度　地域優良賃貸住宅建設工事
　　２．工事場所　熊本県球磨郡相良村大字柳瀬地内
　　３．工事請負　７,４８０万円
　　４．請 負 者　株式会社　岩井工務店

　議案第51号　工事請負契約の締結について
　　１．工 事 名　令和７年度川辺川魅力創造事業拠点施設
　　　　　　　　　造成工事（第１期）
　　２．工事場所　熊本県球磨郡相良村大字川辺地内
　　３．工事請負　１億５，４００万円
　　４．請 負 者　株式会社　技建日本

各議員の審議結果 第７回臨時会 ※賛成○　　反対●　　欠席－　　
※議長は表決に加わらない。

件　　　　　　　名 古
川

恒
松

嶽
本

梅
山

川
邉

坂
田

德
田

黒
木

市
岡 結果

議案第50号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 可決

議案第51号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 可決

第7回臨時会

１２月定例会のお知らせ

相良村ホームページアドレス 　https://sagara-village.stream.jfit.co.jp

１２月定例会は、１２月中旬に開催予定です。
本会議の様子をインターネット上において、ライブ中継と映像の
録画配信を実施していますのでご利用ください。
また、録画配信については、本会議が行われた日の翌々日の17時
から配信となります。

※本会議が金曜日の場合は、翌営業日の17時から配信となります。

建設工事予想図

南側  立面図  S：1/100
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ここがここが
　　聞きたい　　聞きたい

一般質問

一般質問とは……�議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。

● 黒木　正照  議員　……………………　8ページ
　　★村内選挙の課題
　　★村営、村有住宅

● 梅山　　弘  議員　……………………　9ページ
　　★路線バスが走らない地域の交通手段について
　　★相良南小学校・北小学校の統合について

● 恒松　隆生  議員　……………………　10ページ
　　★農道の維持管理について
　　★温暖化対策について
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黒
く ろ き

木  正
まさてる

照  議員

Q �

投
票
率
低
下
の
問
題
、
課
題

は
。

A �

上
げ
る
様
々
な
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

黒
木
議
員　

村
議
選
の
投
票
率
の
推
移
に

つ
い
て
。

総
務
課
長　

平
成
21
年
が
87
・
24
％
、
平

成
25
年
83
・
18
％
、
平
成
29
年
80
・
14
％
、

令
和
3
年
81・68
％
、
令
和
7
年
76・84
％
。

黒
木
議
員　

私
の
調
べ
で
も
平
成
21
年
か

ら
令
和
7
年
で
10
・
4
％
下
落
し
て
い
る
。

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
、
課
題
が

あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

全
国
的
に
言
わ
れ
て
い
る
の

が
、
政
治
離
れ
が
あ
る
と
思
う
。
ま
た
投

票
所
を
村
内
10
ヶ
所
か
ら
4
ヶ
所
に
縮
小

し
て
お
り
、
影
響
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

様
々
な
投
票
結
果
を
受
け
、
ど
う
や
っ
た

ら
投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

黒
木
議
員　

投
票
所
の
適
切
な
設
営
は
有

権
者
の
投
票
機
会
を
確
保
す
る
重
要
な
課

題
で
、
過
疎
化
が
進
ん
だ
高
齢
者
の
多
い

地
域
に
於
い
て
は
特
に
考
慮
す
る
問
題
。

有
権
者
が
公
平
に
投
票
で
き
る
機
会
、
環

境
を
確
保
す
る
の
が
行
政
の
務
め
で
、
知

恵
を
出
し
合
い
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

考
え
ら
れ
る
方
策
等
に
つ
い

て
、
巡
回
投
票
期
日
前
投
票
所
の
実
施
、

投
票
所
投
票
日
の
送
迎
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

黒
木
議
員　

投
票
率
向
上
の
為
に
は
、
投

票
し
や
す
い
環
境
の
整
備
、
ま
た
投
票
の

負
担
感
を
軽
減
す
る
こ
と
が
重
要
。
場
所
、

時
間
を
決
め
て
、
一
時
的
に
投
票
所
を
設

置
す
る
移
動
期
日
前
投
票
所
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

検
討
材
料
の
一
つ
で
す
が
課

題
も
あ
り
、
各
自
治
体
で
や
っ
て
お
ら
れ

る
の
で
、
ど
れ
が
最
適
か
選
挙
管
理
委
員

会
で
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

黒
木
議
員 

球
磨
郡
で
も
多
良
木
町
で
実
施

さ
れ
て
い
る
、
こ
の
移
動
期
日
前
投
票
所

の
取
り
組
み
よ
り
も
っ
と
進
ん
だ
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
型
（
要
求
に
応
じ
た
）
移
動
期

日
前
投
票
所
を
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
移
動
困

難
な
有
権
者
に
対
す
る
投
票
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
予

約
に
よ
る
事
前
の
利
用
希
望
に
基
づ
き
、

自
宅
ま
で
移
動
投
票
車
が
来
る
サ
ー
ビ
ス

と
、
自
宅
か
ら
移
動
投
票
所
ま
で
送
迎
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
取
組
を
進

め
ら
れ
て
い
て
、
高
齢
化
率
45
％
の
相
良

村
に
マ
ッ
チ
し
た
取
り
組
み
と
思
う
が
。

村
長　

選
挙
管
理
委
員
会
の
方
で
協
議
さ

れ
る
と
思
う
が
、
期
日
前
投
票
が
半
分
近

く
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
い
か
に
有
効

に
利
用
す
る
か
と
い
う
形
で
来
や
す
い
期

日
前
投
票
を
し
た
い
。

※�

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
移
動
期
日
前

　
投
票
の
流
れ

　

投
票
案
内
が
郵
送
で
届
く
→
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
電
話
で
投
票
で

き
る
日
時
を
選
択
し
て
移
動
投
票
車

を
予
約
→
投
票
当
日
に
移
動
投
票
車

が
自
宅
ま
で
来
て
投
票
す
る
。

黒
木
議
員　

家
賃
が
高
く
て
村
外
に
出
ら

れ
る
方
が
お
ら
れ
る
。
扶
養
者
が
減
っ
た

一 般 質 問

り
、
所
得
が
増
加
し
た
方
と
思
う
が
、
や

は
り
村
内
に
残
っ
て
ほ
し
い
と
常
に
思

う
。
家
賃
改
善
の
条
例
改
正
は
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　

公
営
住
宅
法
に
基
づ
い
て
お

り
出
来
な
い
。

黒
木
議
員　

民
間
賃
貸
と
あ
ま
り
乖か

い
り離

が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
中
所
得
者
・
高
所

得
者
用
の
住
宅
建
設
が
望
ま
れ
る
。
相
良

村
は
人
吉
球
磨
に
お
い
て
、
立
地
条
件
が

と
て
も
よ
い
場
所
で
、
今
後
も
分
譲
地
、

住
宅
建
設
で
人
口
増
加
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
が
。

村
長　

中
所
得
者
向
け
植
竹
団
地
に
5
棟

あ
る
が
、
今
度
、
柳
瀬
に
4
棟
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
村
有
住
宅
に
つ
い
て
も
安

く
て
い
い
も
の
が
出
来
な
い
か
今
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
空
き
家
対
象
で
も
不
動

産
と
連
携
し
空
き
家
の
紹
介
も
し
て
い
き

た
い
。

黒
木
議
員　

人
口
が
増
加
す
る
こ
と
で
、

経
済
の
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
、
再
生
、
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
と
思
う
。
特
に
私
た
ち

の
よ
う
な
小
さ
な
村
に
と
っ
て
は
、
持

続
可
能
な
発
展
の
為
に
と
て
も
重
要
で
あ

り
、
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

Q �

家
賃
が
高
く
村
外
流
出
へ
の

対
策
は
。

A �
不
動
産
と
連
携
し
た
空
き
家

 　
対
策
・
村
有
住
宅
の
検
討
。
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通
計
画
に
、
対
策
の
方
向
性
を
決
め
、
位

置
付
け
る
予
定
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
路
線
バ
ス
の
運
行
経
路
の
見
直
し
や
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入
を
考

え
て
い
る
。

梅
山
議
員　

五
木
村
・
山
江
村
・
芦
北
町

等
は
、
交
通
手
段
の
方
法
を
と
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
交
通
弱
者
の

保
護
の
進
捗
を
速
め
て
対
応
い
た
だ
き
た

い
。

企
画
商
工
課
長　

県
の
生
活
交
通
維
持
活

性
化
総
合
交
付
金
は
、
路
線
バ
ス
の
欠
損

に
補
助
金
を
受
け
て
い
る
。
国
の
支
援
な

ど
の
支
援
な
ど
を
使
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。
地
域
や

路
線
の
特
性
に
即
し
た
も
の
と
す
る
た
め

に
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
「
有
償
タ
ク

シ
ー
」
な
ど
の
他
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
組

み
合
わ
せ
て
村
全
体
の
調
合
性
の
と
れ
た

公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

梅
山
議
員
　
南
小
学
校
、
北
小
学
校
の
統

合
の
件
を
お
聞
き
し
た
い
。

教
育
長　

児
童
の
教
育
条
件
を
中
心
に
据

え
総
合
的
な
観
点
か
ら
編
成
し
一
校
と
す

る
ほ
う
が
望
ま
し
く
、
将
来
的
に
は
義
務

教
育
学
校
を
目
指
し
た
い
。
将
来
を
見
据

え
た
学
校
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
保
護

者
や
地
域
代
表
、
学
校
及
び
保
育
園
関
係

者
で
組
織
し
た
検
討
委
員
会
、
検
討
委
員

に
よ
り
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
学

校
像
に
つ
い
て
、
全
村
的
な
視
野
に
立
っ

て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

梅
山
議
員　

現
在
北
小
学
校
に
は
何
名
の

児
童
が
在
籍
か
。

梅
うめやま

山　弘
ひろし

  議員

Q �

路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て　

い
な
い
地
域
の
交
通
手
段
に

つ
い
て
。

Q �

南
小
学
校・北
小
学
校
の
統
合

の
考
え
は
。

梅
山
議
員
　
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納

者
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

企
画
商
工
課
長　

高
齢
者
の
外
出
の
機
会

の
確
保
及
び
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
な

ど
、
重
要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。

現
在
は
交
通
空
白
地
帯
の
住
民
の
方
に

は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
が
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
し
き
れ
て

い
な
い
。
福
祉
分
野
と
も
連
携
し
、
今
年

度
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
公
共
交

一 般 質 問

A �

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

導
入
を
考
え
て
い
る
。

A �

学
校
適
正
規
模
検
討
委
員
会
で

検
討
中
。

教
育
課
長　
現
在
、
三
名
在
籍
し
て
い
る
。

梅
山
議
員　

北
小
学
校
の
年
間
の
維
持
管

理
費
は
。

教
育
課
長　

維
持
管
理
費
は
、
電
気
代
等

の
使
用
料
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員
な
ど

の
人
件
費
な
ど
を
含
め
て
、
令
和
七
年
度

の
予
算
額
は
、
二
千
四
百
八
十
八
万
八
千

円
。

梅
山
議
員　

一
人
当
た
り
約
八
百
万
の
経

費
が
掛
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
統
合

し
た
場
合
、
村
全
体
の
教
育
費
の
経
費
が

浮
い
て
く
る
の
か
。

教
育
課
長　

約
二
千
四
百
万
円
維
持
管
理

費
の
分
が
経
費
と
し
て
は
、
な
く
な
る
と

考
え
て
い
る
。

Q �

生
活
交
通
維
持
活
性
化
総

合
交
付
金
等
の
支
援
措
置
を

利
用
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。

A �
県
・
国
か
ら
の
交
付
金
を
利
用

し
て
、
調
合
性
の
取
れ
た
公

共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た

い
。
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建
設
課
長　
現
時
点
で
は
整
備
計
画
等
は

な
い
が
、
管
理
補
修
に
つ
い
て
は
農
林
振

興
課
と
連
携
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
以
前
の
答
弁
つ
い
て
農
林
振
興

課
所
管
に
お
い
て
活
用
で
き
る
要
件
を
満

た
し
た
補
助
事
業
も
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
本
村
と
し
て
も

地
域
住
民
の
重
要
な
生
活
道
路
の
機
能
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
十
分
存
じ
て
い

る
。
距
離
も
約
2
キ
ロ
あ
り
、
昭
和
57
年

か
ら
の
県
営
川
辺
地
区
補
助
整
備
事
業
の

中
で
整
備
さ
れ
た
農
道
と
な
っ
て
い
る
。

概
算
で
積
算
し
た
結
果
、
測
量
設
計
を
含

む
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
の
概
算
事
業

費
は
約
1
億
円
と
な
る
見
込
み
。
ま
ず
は

路
面
や
路
盤
の
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
た

上
で
事
業
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
判
断

し
て
い
る
。
今
後
は
、
相
良
村
総
合
計
画

実
施
計
画
の
中
で
検
討
し
予
算
化
等
を
目

指
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

恒
つねまつ

松  隆
た か お

生  議員

Q �

川
辺
地
区
農
道
（
川
辺
川
園

～
高
尾
野
橋
）
上
流
に
か
け

て
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

Q �

温
暖
化
対
策

CO2
削
減
Ｊ

ｰ

ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

A �

現
時
点
整
備
計
画
等
は
な
い
が

維
持
管
理
補
修
に
つ
い
て
は
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

A �

現
在
の
と
こ
ろ
本
村
に
お
い
て

取
り
組
ん
で
い
な
い
。

恒
松
議
員　
農
道
川
辺
66
号
線
川
辺
川
園

か
ら
上
流
に
か
け
て
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
質
問
す
る
。
現
在
も
路
面
の
状
況
は
悪

い
状
態
に
あ
る
。
人
の
往
来
、
車
の
通
行
、

特
に
福
祉
車
両
等
に
お
い
て
は
様
々
な
弊

害
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
他
水
田
か
ら
の
砂
利
採
取

も
行
わ
れ
て
い
る
。
再
生
に
あ
た
り
長
い

期
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
今
後
の
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ト
が
あ
る
か
慎
重
な
検
討
が
必
要
か
と
考

え
て
い
る
。　
　

恒
松
議
員　
今
後
、
森
林
維
持
管
理
等
を

行
い
な
が
ら
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
県

と
相
談
の
上
で
の
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売
却
益
は
大
変
有
意

義
な
財
源
と
考
え
い
る
の
で
検
討
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
う
。

J

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
？

　

J

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
に
よ
る
CO2
等
の
排
出
削
減
量
や
、
適

切
な
森
林
管
理
に
よ
る
CO2
の
吸
収
量
を
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
国
が
認
証
す
る
制
度
。

　

本
制
度
は
、
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
オ

フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
Ｊ

−

Ｖ
Ｅ
Ｒ
）

制
度
が
発
展
的
に
統
合
し
た
制
度
で
、
国
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

本
制
度
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
経
団
連
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動

計
画
の
目
標
達
成
や
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
な
ど
、
様
々
な
用
途
に
活
用
で
き
る
。

出
典
：
J

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

一 般 質 問

恒
松
議
員　
Ｊ

-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
通

じ
て
森
林
保
全
温
暖
化
対
策
を
講
じ
て
い

る
自
治
体
が
多
数
増
え
て
い
る
本
村
と
し

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

農
林
振
興
課
長　
Ｊ

-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

に
つ
い
て
、
県
の
事
業
と
し
て
令
和
4
年

か
ら
、
市
町
村
に
も
説
明
が
あ
っ
て
い
る

が
現
在
の
と
こ
ろ
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

恒
松
議
員　

近
隣
で
は
人
吉
市
、
五
木

村
、
球
磨
村
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
制
度
の
認
証
が
お
り
る
ま
で
数

年
、
費
用
、
対
象
面
積
等
の
問
題
が
あ
る

と
伺
っ
て
い
る
。

農
林
振
興
課
長　
取
り
組
む
意
向
と
し
て

は
、
木
材
の
売
却
益
を
上
げ
る
ま
で
に

質
問
さ
れ
た
よ
う
に
計
画
書
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
等
の
作
成
に
3
年
間
を
要
し
約

３
０
０
万
ほ
ど
経
費
が
か
か
る
。
ま
た
本

村
が
管
理
す
る
約
８
０
０
ha
の
村
有
林
の

杉
、
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
は
標
準
伐
期
齢

が
7
割
を
占
め
て
い
る
為
本
村
に
メ
リ
ッ
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け
ば
令
和
8
年
度
、
国
へ
の
事
業
認
可
の

申
請
を
し
て
、
翌
年
度
の
令
和
9
年
度
に

事
業
の
採
択
、
そ
の
後
、
測
量
設
計
、
工

事
着
工
と
い
う
よ
う
な
流
れ
に
な
ろ
う
か

と
考
え
て
い
る
。

古
川
議
員　

今
、
こ
の
自
然
状
況
で
も
突

然
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
雨
の
流
入
等
が

水
路
の
中
に
も
あ
っ
て
、
い
つ
崖
崩
れ
等

が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
地
権
者
の

方
た
ち
と
の
話
が
上
が
っ
て
い
る
。
な
る

べ
く
早
め
に
動
い
て
も
ら
う
よ
う
な
改
修

工
事
を
進
め
る
よ
う
に
。
ま
た
、
改
修
工

事
で
六
角
水
路
か
ら
下
流
側
で
も
水
路
か

ら
の
一
部
越
水
が
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
そ
れ
も
一
緒
に
改
修
工
事
を
願

う
。

村
長　

今
1
番
議
員
の
質
問
に
対
し
て
農

林
振
興
課
長
も
答
え
ま
し
た
が
、
内
容
と

し
て
は
、
飛
行
場
用
水
路
は
高
原
大
地
、

知ち
し
き
ば
る

敷
原
を
含
め
て
、
国
営
で
や
る
予
定
。

そ
れ
が
平
成
15
年
、
裁
判
に
よ
る
訴
訟
に

よ
っ
て
無
効
に
な
り
、
結
果
的
に
は
そ
れ

ま
で
協
議
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
私

が
災
害
後
令
和
3
年
に
県
の
方
に
、
2
年

か
ら
3
年
に
か
け
て
協
議
し
た
。
県
の
方

に
１
９
０
項
目
出
し
て
そ
の
中
に
飛
行
場

用
水
路
も
入
れ
、
県
の
方
が
県
営
で
や
る

と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
、
非
常
に
助
か
っ

古
ふるかわ

川　渉
わたる

  議員

一 般 質 問

Q �

飛
行
場
用
水
路
の
改
修
予
定

は
。

A �

令
和
9
年
度
事
業
採
択
予
定
。

古
川
議
員　

相
良
村
土
地
改
良
区
飛
行
場

用
水
路
に
つ
い
て
、
飛
行
場
用
水
路
の
改

修
工
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
改
修
工

事
は
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
る
の
か
。

農
林
振
興
課
長　

現
在
の
土
地
改
良
区
の

飛
行
場
用
水
路
の
改
修
の
進
捗
状
況
は
、

今
の
と
こ
ろ
基
礎
調
査
後
、
水
路
の
改
修

が
必
要
な
1
・
2
㎞
の
部
分
を
選
定
し
て

お
り
、
今
年
度
は
路
線
測
量
を
実
施
し
、

暗
渠
部
分
の
筆
の
特
定
を
行
い
、
地
上
権

の
設
定
、
名
義
変
更
等
、
相
続
処
理
も
併

せ
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
県
営
事
業
の

現
段
階
で
の
予
定
と
し
て
は
、
こ
う
い
っ

た
相
続
処
理
の
完
了
後
に
ス
ム
ー
ズ
に
い

た
。
土
地
改
良
区
の
管
理
の
水
路
が
距
離

に
し
て
11
㎞
〜
12
㎞
。
そ
の
中
で
4
㎞
が

暗
渠
と
な
っ
て
い
る
。
今
度
工
事
計
画
が

1
・
2
㎞
県
の
方
で
調
査
し
て
い
る
。
そ

れ
と
六
角
水
路
か
ら
新
並
木
井
沢
に
か
け

て
も
水
路
に
つ
い
て
は
、
一
部
村
道
に
係

る
部
分
に
つ
い
て
は
村
道
と
並
行
し
て
や

る
。
ま
た
石
綿
管
事
業
も
あ
る
の
で
村
の

方
、
県
の
方
と
合
わ
せ
て
協
議
を
進
め
る

よ
う
に
県
の
方
に
も
再
三
要
望
を
し
て
行

き
た
い
と
思
う
。

六角水路の上流

六角水路

六角水路から下流
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等
割
：
10
％　

人
口
割
：
10
％　

利
用
実
績

割
：
80
％　

本
村
の
割
合
は
４
・
2
％　

負

担
金
額
は
令
和
４
年
度
：
４
２
３
５
万　

令

和
５
年
度
：
４
５
１
８
万　

令
和
６
年
度
：

４
９
３
４
万　

増
加
要
因
と
し
て
施
設
整
備

費
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
が
あ
る
。

坂
田
議
員　
ご
み
に
係
る
費
用
を
極
力
減
ら

し
て
、
そ
の
分
を
他
の
事
業
に
振
り
替
え
る

こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
使
い
方
と

し
て
、
大
変
重
要
に
な
る
と
思
う
。

坂
田
議
員　
森
林
の
管
理
に
つ
い
て
。
地
元

住
民
の
方
々
と
付
近
の
山
林
の
管
理
状
況
を

確
認
す
る
為
に
同
行
し
た
が
、
作
業
道
か
ら

雑
草
が
生
い
茂
り
、
手
鎌
等
で
刈
り
な
が
ら

で
な
い
と
前
に
進
め
な
い
状
況
。
植
林
後
か

な
り
経
過
し
た
場
所
で
は
、
表
土
が
急
斜
面

の
為
に
滑
り
落
ち
て
、
そ
の
表
土
を
鹿
よ
け

ネ
ッ
ト
で
受
け
る
形
に
な
り
、
一
部
で
ネ
ッ
ト

の
支
柱
が
倒
れ
た
り
、
ネ
ッ
ト
に
穴
が
開
い
て

い
る
状
況
。
植
林
し
た
場
所
も
下
草
刈
り
等

が
さ
れ
て
な
く
荒
れ
て
い
た
。
当
村
の
所
有
者

不
明
の
林
地
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
伺
う
。

農
林
振
興
課
長　
現
在
、
本
村
で
管
理
し
て

い
る
山
林
は
村
有
林
に
な
り
、
民
有
林
の
管

理
状
況
は
完
全
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。
所
有

者
不
明
の
定
義
と
し
て
、
登
記
上
の
所
有
者

不
明
者
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
共
有
地

も
含
め
て
未
相
続
地
で
管
理
放
棄
さ
れ
て
い

る
民
有
林
は
存
在
し
て
い
る
。

坂
田
議
員　
登
記
簿
上
、
所
有
者
不
明
の
林

地
が
約
３
割
に
上
る
と
資
料
に
あ
る
が
、
所

有
者
不
明
に
な
る
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
振
興
課
長　
民
有
林
の
う
ち
人
工
林
に

つ
い
て
、
現
在
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

内
容
は
今
後
、
所
有
者
で
管
理
す
る
か
？
委

任
し
た
い
か
？
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
所

有
者
不
明
の
要
因
と
し
て
、
日
常
生
活
と
山

林
の
関
わ
り
が
無
く
な
り
、
世
代
が
変
わ
っ

て
も
相
続
登
記
等
な
さ
れ
ず
、
管
理
さ
れ
な

く
な
る
の
が
主
な
要
因
で
あ
る
様
に
感
じ
て

い
る
。
中
で
も
人
工
林
に
お
い
て
は
天
然
林
と

違
い
、
管
理
さ
れ
て
な
い
場
合
、
土
砂
崩
れ

等
の
災
害
リ
ス
ク
も
高
ま
る
の
で
、
登
記
で

き
な
い
山
林
に
つ
い
て
は
一
定
の
法
改
正
等
も

必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

坂
田
議
員　
森
林
は
相
続
時
に
移
転
登
記
さ

れ
ず
に
所
有
者
不
明
に
な
る
場
合
が
多
く
、

ま
た
林
地
所
有
者
の
33
％
が
土
地
を
手
放
し

た
い
と
回
答
。
市
町
村
の
担
当
者
も
所
有
者

不
明
の
森
林
が
約
３
割
も
あ
り
、
そ
の
特
定

に
時
間
が
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
政

府
も
負
担
軽
減
・
集
約
手
続
き
の
簡
素
化
を

目
的
に
制
度
を
見
直
す
考
え
。
伐
採
や
再
造

林
が
進
ま
な
い
森
林
の
管
理
を
経
営
意
欲
の

あ
る
林
業
の
担
い
手
に
集
約
し
や
す
く
す
る

為
、
２
０
１
９
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
森
林

経
営
管
理
法
の
改
正
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

伐
採
が
進
ま
な
い
森
林
に
は
、
杉
と
か
ヒ
ノ

キ
が
大
変
多
く
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
へ
の

植
え
替
え
を
推
進
し
、
花
粉
症
の
対
策
に
も

な
る
と
思
う
。
森
林
の
手
入
れ
は
土
砂
崩
れ

を
防
ぎ
、
災
害
対
策
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

所
有
者
不
明
の
林
地
を
無
く
し
て
、
森
林
管

理
を
強
化
し
て
欲
し
い
。

坂
さ か た

田  朋
と も み

美  議員

一 般 質 問

Q �

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ゴ
ミ
の

 　
資
源
化
に
つ
い
て
。

Q �

森
林
の
管
理
に
つ
い
て
。

A �

人
吉
球
磨
管
内
で
令
和
15
年
度

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別

回
収
を
計
画
し
て
い
る
。

A �

民
有
林
の
う
ち
人
工
林
に
つ
い

て
、
現
在
意
向
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

坂
田
議
員　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ゴ
ミ
の
資
源

ゴ
ミ
と
し
て
の
回
収
計
画
は
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
現
在
、
人
吉
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
も
資
源
ゴ
ミ
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
回
収
は
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
資
源
循
環
促
進
法
の
施
行
に
よ
り
、

今
後
は
分
別
収
集
や
適
性
処
理
を
進
め
て
い

く
。
費
用
負
担
や
処
理
体
制
の
整
備
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
人
吉
・
球
磨
管
内
で
令
和

15
年
度
か
ら
新
ご
み
処
理
施
設
が
稼
働
予
定
。

構
成
市
町
村
全
域
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分

別
回
収
を
行
う
予
定
。

坂
田
議
員　
燃
え
る
ご
み
の
年
間
の
回
収
量

と
処
理
費
用
に
つ
い
て
、
直
近
で
の
前
年
対

比
の
増
減
は
？

保
健
福
祉
課
長　
回
収
量
は
令
和
４
年
度
：

８
５
６
ト
ン　

令
和
５
年
度
：
８
２
４
ト
ン　

令
和
６
年
度
：
７
８
８
ト
ン　

処
理
費
用
は

広
域
行
政
組
合
に
支
払
う
負
担
金
と
し
て
均

坂
田
議
員　
避
難
所
内
の
空
調
機
器
の
設
置

計
画
つ
い
て
伺
う
。
最
近
九
州
で
も
熊
本
・

鹿
児
島
・
宮
崎
の
各
地
か
ら
、
東
北
地
方
で

も
秋
田
・
北
海
道
で
も
大
雨
に
よ
る
被
害
が

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
早
期
避

難
者
・
被
災
者
が
避
難
所
に
避
難
し
て
来
ら

れ
た
時
に
高
温
状
態
で
空
調
設
備
も
な
い
状

況
で
は
、
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
多
く
な
る

の
で
は
と
心
配
に
な
る
。
避
難
所
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　
指
定
避
難
所
の
総
合
体
育
館
・

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
全
く
空
調
機
器
が
な

い
の
で
は
な
く
て
、
ア
リ
ー
ナ
に
な
い
状
況
。　

暑
い
時
は
空
調
機
器
の
あ
る
部
屋
に
移
動
し

て
涼
ん
で
頂
い
た
り
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
・

扇
風
機
等
で
対
応
し
て
き
た
。
長
引
く
様
で

あ
れ
ば
、
総
合
体
育
館
の
方
に
空
調
機
器
の

設
置
部
屋
が
多
い
の
で
、
移
動
し
て
頂
い
て

い
る
。

坂
田
議
員　
昨
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
そ

の
後
の
大
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
中
で
も

災
害
関
連
死
と
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
、

直
接
亡
く
な
ら
れ
た
方
よ
り
大
き
く
上
回
っ

て
い
た
。
避
難
地
の
整
備
と
並
行
し
て
、
既

存
の
避
難
所
内
の
エ
ア
コ
ン
等
の
設
置
に
よ

る
居
住
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

る
。
指
定
避
難
所
内
に
空
調
機
器
を
設
置
す

る
計
画
は
あ
る
の
か
？　
再
度
伺
う
。

総
務
課
長　
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
後
程
、

林
業
セ
ン
タ
ー
内
の
ア
リ
ー
ナ
部
分
へ
の
空

調
設
置
の
計
画
は
現
在
は
な
い
。

坂
田
議
員　
早
期
避
難
を
呼
び
掛
け
ら
れ
て

も
避
難
所
内
の
特
に
空
調
・
暑
さ
対
策
設
備

が
無
い
と
や
っ
ぱ
り
躊
躇
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
う
。
体
育
館
等
の
大
規
模
な
空
調

設
備
に
特
化
し
た
企
業
が
県
内
に
も
あ
る
。

実
際
に
設
置
し
て
空
調
効
果
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
避
難
所
内
の
生
活
環
境
を
改
善
す
る
こ

と
に
よ
り
、
関
連
死
に
至
ら
な
い
よ
う
に
最

善
を
尽
く
し
て
欲
し
い
。

Q �
指
定
避
難
所
内
に
空
調
機
器
を

設
置
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
？

A �

林
業
セ
ン
タ
ー
内
の
ア
リ
ー
ナ

部
分
へ
の
空
調
機
器
の
計
画
は

現
在
は
な
い
。
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う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
て
い
る
空
き
家
の

選
定
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
て
意
向
を
確
認
し
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
に
お
い
て
は
、
来
年
度
、
国
の

空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
社
交
金
の
活
用

を
検
討
し
、
家
屋
の
取
得
や
改
修
に
係
る

経
費
が
対
象
と
な
る
た
め
に
、
事
業
内
容

の
精
査
を
行
い
、
国
の
予
算
要
望
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

市
岡
議
員　

教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
子

供
議
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
の

内
容
は
。

教
育
課
長　

子
供
議
会
を
実
施
し
て
い
る

9
市
町
村
の
中
で
、
教
育
委
員
会
が
主
催

し
て
い
る
の
は
7
市
町
村
、
時
期
的
に
は

9
月
定
例
会
後
か
ら
2
月
ご
ろ
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。

市
岡
議
員　

相
良
村
に
お
い
て
、
子
供
議

会
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
実
施

の
考
え
は
。

教
育
長　

社
会
を
生
き
抜
く
力
や
、
地
域

の
課
題
解
決
を
社
会
の
構
成
員
の
一
人

と
し
て
、
主
体
的
に
担
う
こ
と
が
で
き
る

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
学
校
で
は
、
主
権
者
教
育
に
関
連
す

る
学
習
は
、
小
学
校
3
年
生
か
ら
、
市
の

市
いちおか

岡　智
ち え

惠  議員

一 般 質 問

Q �

空
き
家
対
策
は
。

Q �

子
供
議
会
の
実
施
は
。

A �
国
の
予
算
要
望
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

A �
教
育
委
員
会
の
判
断
に
任
せ
た

い
。

市
岡
議
員　

現
在
の
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
状
況
は
。

企
画
商
工
課
長　

集
落
支
援
員
に
よ
る
、

現
地
確
認
及
び
聞
き
取
り
調
査
を
密
に
行

い
、
所
有
者
に
対
し
て
、
活
用
意
向
の
確

認
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
引
き
続
き
実

施
し
て
い
る
中
で
、
貸
借
や
売
却
を
考
え

て
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
し
た
い
と

言
う
方
に
つ
い
て
は
、
書
類
を
送
っ
て
い

る
。
現
在
の
登
録
物
件
は
8
件
。

市
岡
議
員　

空
き
家
の
選
定
は
で
き
た
の

か
。
ま
た
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
つ

い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

企
画
商
工
課
長　

空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
活
用

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
空
き
家
所
有
者
や
地

域
の
方
に
対
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

よ
う
す
と
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
、
4

年
生
で
は
自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
活

動
。
6
年
生
で
は
我
が
国
の
政
治
の
働
き
、

中
学
校
で
は
社
会
科
の
公
民
的
分
野
に
お

い
て
、
人
権
と
日
本
国
憲
法
、
現
代
の
民

主
政
治
、
国
の
政
治
の
仕
組
み
、
地
方
自

治
と
私
た
ち
と
い
う
の
を
単
元
で
学
習
し

て
い
る
。
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
当
然

選
挙
権
を
有
す
る
学
年
が
在
籍
し
て
い
る

の
で
、
学
習
し
て
い
る
。
主
権
者
教
育
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
フ
リ
ー
レ
ン
た
ち
と
学

ぶ
地
方
議
会
を
中
学
校
全
生
徒
に
配
布
し

て
い
る
。
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に

よ
り
、
教
科
ご
と
に
授
業
時
数
が
配
当
さ

れ
て
い
る
の
で
、
教
師
も
子
供
も
限
ら
れ

た
時
間
内
で
、
今
、
懸
命
に
学
習
内
容
の

定
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
の
教
育

課
程
実
施
に
も
、
無
理
を
き
た
す
心
配
も

あ
り
現
在
の
と
こ
ろ
、
子
供
議
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

村
長　

子
供
の
身
に
な
っ
て
、
或
い
は
学

校
教
育
の
立
場
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
判

断
に
任
せ
た
い
。

市
岡
議
員　

実
際
に
執
行
停
止
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
、
確
認
、

相
談
、
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

税
務
課
長
　
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
は
、

村
税
等
の
滞
納
処
分
の
停
止
事
務
取
扱
要

項
に
基
づ
き
、
滞
納
者
等
の
状
況
に
応
じ
、

預
貯
金
調
査
、
給
与
照
会
、
そ
の
他
の
財

産
調
査
、
納
税
折
衝
、
臨
戸
に
よ
る
生
活

状
況
の
把
握
及
び
住
民
登
録
地
の
市
区
町

村
へ
の
実
態
調
査
を
行
い
、
地
方
税
法
第

15
条
の
7
第
1
項
の
確
認
が
で
き
た
ら
、

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を
行
っ
て
い
る
。

市
岡
議
員　
今
後
の
徴
収
計
画
は
。

税
務
課
長　

本
村
の
徴
収
業
務
の
基
本
姿

勢
と
し
て
、
法
令
遵
守
に
基
づ
き
、
公
平

公
正
な
業
務
執
行
、
地
方
自
治
法
等
を
遵

守
し
た
厳
正
な
処
理
、
納
期
内
納
付
の
重

要
性
を
含
め
た
適
切
な
納
税
指
導
が
挙
げ

ら
れ
、
基
本
姿
勢
に
基
づ
き
、
毎
年
村
税

滞
納
整
理
方
針
を
策
定
し
、
徴
収
の
基
本

方
針
と
し
て
、
目
標
徴
収
率
を
設
定
し
、

同
方
針
の
中
で
、
時
効
成
立
の
阻
止
、
現

年
度
分
の
徴
収
強
化
、
滞
納
繰
越
分
の
圧

縮
を
重
点
事
項
と
位
置
づ
け
て
徴
収
業
務

に
当
た
っ
て
い
る
。
今
後
も
滞
納
者
と
の

納
税
交
渉
や
滞
納
処
分
を
通
じ
て
、
租
税

債
権
の
確
保
を
図
り
、
村
税
滞
納
整
理
方

針
に
基
づ
き
、
適
切
的
確
な
事
務
処
理
を

行
っ
て
い
く
。

市
岡
議
員　

納
税
者
に
不
公
平
が
生
じ
な

い
よ
う
、
徴
収
を
行
っ
て
時
効
を
成
立
さ

せ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

Q �

税
の
不
納
欠
損
は
。

A �
村
税
滞
納
整
理
方
針
に
基
づ

き
、
適
切
、
的
確
な
事
務
処
理

を
行
っ
て
い
く
。
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川
かわなべ

邉  一
かずのり

徳  議員

Q �

中
学
校
及
び
小
学
校
施
設
の

老
朽
化
に
つ
い
て
。

A �

令
和
７
年
３
月
現
在
、
中
学
校

の
体
育
館
は
築
41
年
、
南
小
学

校
の
体
育
館
は
築
37
年
経
過
し

て
い
る
。
個
別
施
設
計
画
策
定

時
に
劣
化
状
況
調
査
を
し
た
結

果
、
両
校
の
体
育
館
は
建
て
替

え
、
も
し
く
は
改
修
の
対
象
。

川
邉
議
員　

中
学
校
及
び
小
学
校
施
設
の

老
朽
化
に
つ
い
て
、
体
育
館
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
お

尋
ね
す
る
。

教
育
課
長　

令
和
７
年
３
月
現
在
、
中
学

校
の
体
育
館
は
築
41
年
、
南
小
学
校
の
体

育
館
は
築
37
年
経
過
し
て
い
る
。
個
別
施

設
計
画
策
定
時
に
劣
化
状
況
調
査
を
し
た

結
果
、
中
学
校
の
体
育
館
は
、
外
壁
等
の

広
範
囲
に
安
全
上
低
下
の
兆
し
が
見
ら
れ

る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
小
学

校
の
体
育
館
も
、
外
壁
が
最
も
劣
化
し
て

お
り
、
広
範
囲
に
著
し
い
劣
化
が
見
ら
れ

早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
診
断
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
校
の
体

育
館
は
建
て
替
え
、
も
し
く
は
改
修
の
対

象
と
な
る
。
体
育
館
を
含
め
た
学
校
施
設

の
建
て
替
え
や
改
修
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

相
良
村
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。

川
邉
議
員　

村
内
施
設
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
に
つ
い
て
、
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

他
の
町
村
に
な
い
よ
う
な
立
派
な
す
ば
ら

し
い
建
物
だ
と
思
う
。
ア
リ
ー
ナ
、
観
客

席
、
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
も
建
設
時
に
は
、

様
々
な
想
定
の
も
と
建
設
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。
最
近
で
す
と
、
村
民

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
前
に
夜
間
練

習
し
た
が
、
さ
す
が
に
暑
い
と
選
手
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
が
出
て
い
た
。
こ
の
ア

一 般 質 問

リ
ー
ナ
に
つ
い
て
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
な

工
夫
が
で
き
な
い
か
お
尋
ね
す
る
。

教
育
課
長
　
９
月
７
日
村
民
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
大
会
が
あ
っ
た
が
、
体
育
館
の

暑
さ
対
策
と
し
て
、
６
月
に
開
催
さ
れ
た

中
体
連
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
同
様
に
、

午
前
６
時
30
分
か
ら
３
階
研
修
室
及
び
２

階
に
廊
下
、
読
書
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

の
冷
房
を
つ
け
、
冷
風
を
ア
リ
ー
ナ
に
送

る
た
め
に
業
務
用
扇
風
機
６
台
を
設
置
し

た
。
今
年
は
去
年
よ
り
涼
し
か
っ
た
、
去

年
よ
り
も
過
ご
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
声

が
多
数
あ
っ
た
。
今
後
は
、
会
場
使
用
の

目
的
に
応
じ
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

川
邉
議
員　

毎
年
最
高
気
温
を
更
新
す
る

よ
う
な
暑
い
日
が
続
い
て
い
る
。
仕
事
で

も
熱
中
症
対
策
が
義
務
化
さ
れ
る
な
ど
、

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
建
て
替

え
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
何
も
対
策
を
取

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
設
置
型
で
は
な
く
移
動
で

き
る
大
型
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
で
対
応

で
き
な
い
か
。
単
費
で
購
入
す
る
と
高
額

と
い
う
こ
と
な
ら
、
例
え
ば
６
月
か
ら
10

月
ま
で
５
ヶ
月
間
レ
ン
タ
ル
も
あ
る
。
体

育
館
は
広
い
の
で
全
体
が
涼
し
く
な
る
こ

と
は
な
い
が
、
な
い
よ
り
あ
っ
た
方
が
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
上
で
は
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

村
長　

総
務
省
な
ど
補
助
も
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
含
め
検
討
し
た
い
。
こ
の
夏
も
暑

い
の
で
、
ど
う
に
か
し
て
や
り
た
い
。
本

当
に
つ
け
た
い
の
は
山
々
で
す
が
、
ど
の

様
に
つ
け
る
か
、
経
費
を
削
減
し
な
が
ら

有
効
に
で
き
な
い
か
、
ガ
ス
の
ク
ー
ラ
ー

も
あ
る
の
で
、
協
議
し
今
検
討
し
て
い
る
。

川
邉
議
員　
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、あ
っ

た
ほ
う
が
良
い
。
や
は
り
、
大
人
と
子
供

は
体
力
面
も
違
う
。
熱
中
症
に
な
る
の
が

一
番
怖
い
。
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ

る
。
ぜ
ひ
、
学
校
側
と
も
協
議
し
て
い
た

だ
き
熱
中
症
対
策
を
お
願
い
す
る
。

Q �
村
内
施
設
の
エ
ア
コ
ン
の

 　
設
置
に
つ
い
て
。

A �

今
後
は
、
会
場
使
用
の
目
的
に

応
じ
、
対
策
を
講
じ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q �

中
学
校
及
び
小
学
校
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
で

き
な
い
か
。

A �

ど
の
様
に
つ
け
る
か
、
経
費
を

削
減
し
な
が
ら
有
効
に
で
き
な

い
か
、
ガ
ス
の
ク
ー
ラ
ー
も
あ

る
の
で
、
協
議
し
今
検
討
し
て

い
る
。
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（１日目）
　秋田県成瀬ダム建設現場にて、成瀬ダム工事事務所
工務課建設専門官より、ダムの事業概要について説明
を受ける。
　台形CSG形式工法（近くの岩石と砂をセメントプ
ラントで混合し大型ダンプで運搬する。その後、敷均
したあと散水及び転圧を行う。最後にコンクリートで
保護する。）のダムで、ダム高１１４.５ｍ、堤頂長
７５５ｍ、提体積４,８５０千㎥、総貯水量７８,５００千㎥。
令和９年完成予定。
　工事事務所及び作業者宿舎を視察。鹿島建設（株）
所長、副所長、大成建設（株）広報・安全課長より工
事内容及び地域振興について説明を受ける。
　工事関係者のピーク時には約８００名の方が従事さ
れ、作業者宿舎では約５００名の方が利用された。交
通安全については、工事関係者の車両は、時速４０キ
ロでの通行を指示。また、空き家利用については５棟
を借りられていた。

（２日目）
　秋田県東成瀬村役場にて、議長、建設課兼成瀬ダム
課長、課長補佐、成瀬ダム振興事業協同組合長より地
域振興への取り組み、事業協同組合の設立について、
また運営での問題点などの説明を受ける。また、学力
日本一の村として村営の学習塾を設けておられる。

（３日目）
　茨城県にあるつくば土木研究所にて、土木研究員、
川辺川ダム砂防事務所副所長より説明を受ける。
　屋内模型（６０分の１）で普段の川辺川の流れ
（１０ｔ程度）から、年に１度程度の洪水（６００ｔ）、
令和２年災害時の１.４倍（１,４００ｔ）の水を実際
流し、河川内の水位の上昇や砂利等の流れなどを視
察。その後、屋外模型（３０分の１）を視察。五木村
から相良村大字四浦（新深水橋）までの河川の形状や
堆石などが忠実に再現されていた。

（まとめ）
　現在は、成瀬ダム工事中で活気があるが、ダム工事
が終了した後の村としての方向性に注目したい。ま
た、作業者宿舎は仮設であるため、ダム完成後は解体
される。その後の土地の利活用が出来る場所の選定が
必要だと感じた。

議員の出欠状況（令和７年９月１日から１０月３１日まで）
年 月 日 会　　　　　議　　　　　等 古川 恒松 嶽本 梅山 川邉 坂田 德田 黒木 市岡 永田

Ｒ７

9

3 全員協議会・㈱さがらの経営状況について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10

〜

18

令和７年第６回相良村議会（９月）定例会　１日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年第６回相良村議会（９月）定例会　２日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年第６回相良村議会（９月）定例会　３日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年第６回相良村議会（９月）定例会　４日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年第６回相良村議会（９月）定例会　５日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年第６回相良村議会（９月）定例会　６日目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 全員協議会
・�川辺川ダム砂防事務所における最近の
取組みについて

・廻地区拠点施設整備等について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10

7 令和７年度球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9

全員協議会　・�令和７年第７回相良村議会（10月）臨時
会の議案について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年第７回相良村議会（10月）臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度第１回町村議会議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28〜30 議員視察研修 ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○

視察研修報告 場所：秋田県東成瀬村成瀬ダム視察、成瀬村役場訪問、国交省つくば土木研究所視察
期間：令和７年１０月２８日（火）～　令和７年１０月３０日（木）
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議会のうごき

　

日
増
し
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

八
月
に
は
熊
本
県
内
に
於
い
て
記

録
的
な
大
雨
と
な
り
、
被
害
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
家
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
米
の
収
穫
等
も
終
え
ら
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
今
夏
か
ら
の
米
不
足

で
米
の
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
、
来

年
も
続
く
よ
う
で
す
が
、
家
計
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

運
動
会
も
小
中
学
校
や
保
育
園
に

お
い
て
無
事
開
催
さ
れ
、
か
け
が
え

の
な
い
体
験
が
で
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
時
期
で
す
。
今
後
と
も

感
染
対
策
を
徹
底
さ
れ
体
調
管
理
に

十
分
注
意
を
い
た
だ
き
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

【
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行
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別
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員
会
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正
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人

第1回町村議会議員研修会（10月9日）

つくば土木研究所

川辺川ダム屋内模型（60分の1）

秋田県東成瀬村

川辺川ダム屋外模型（30分の1）

川辺川ダム砂防事務所における最近の取組み状況報告(9月18日)

議員視察研修（10月28日〜30日）


